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広告

わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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平成29年度集合狂犬病予防注射実施者講習会を開催
　平成29年11月30日（木）午後₁時45分から、さいたま市民会館うらわ（さいたま市）ホールにおいて「平
成29年度集合狂犬病予防注射実施者講習会」を開催しました。
　この講習会は、埼玉県獣医師会が市町村との契約に基づき実施している集合狂犬病予防注射を的確に実施
するために開催するもので、「集合狂犬病予防注射実施要領」及び「同細部要領」に定められている教育研
修に位置付けられております。
　集合狂犬病予防注射実施予定者に加え、勤務会員や県の職員、近県の獣医師会などにご案内し、340名も
の多くの方々にご参加いただきました。

開会
　小田匡史狂犬病予防副委員長の司会により進行され、中村滋副会長の開会の後、髙橋三男会長から「埼玉
県獣医師会が取り組んでいる集合狂犬病予防注射方式は、今や全国的に波及し定着してきている。狂犬病は
世界中から撲滅していかなければならないと思っているが、今年度は、狂犬病臨床研究会副会長の杉山和寿
先生にお話しを頂く。また、関東信越国税局の三島友彰先生、勝美成孝先生には消費税軽減税率制度などに
ついて説明をしていただく。皆様方には、本日の講習会を通じていろいろと学び取って頂き、₄月₁日から
の狂犬病予防注射が事故なく円滑に進むことを心からお願いする。」と挨拶がありました。

　続いて、御来賓の公益社団法人日本獣医師会顧問、日本獣医師連盟の北村直人委員長から、大学の新設に
関する一連の情報提供がありました。
　続いて、公益社団法人日本獣医師会の境　政人専務理事から、髙橋三男会長が全国獣医師会会長会議の常
設議長に再任されたことをはじめとする日本獣医師会の現状について説明がありました。

主催者挨拶をする髙橋三男会長
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来賓挨拶をされる北村直人日本獣医会顧問、
日本獣医師連盟委員長

来賓挨拶をされる境　政人日本獣医会専務理事

杉山和寿先生 講演する杉山先生

　このあと、同席された公益社団法人日本獣医師会の尾崎裕一事務局次長のご紹介がありました。

　続いて、事務局から講師が紹介され講演に入りました。

講演
　始めの講演は「犬狂犬病臨床診断へのアプローチ」と題して、狂犬病臨床研究会副会長、公益社団法人静
岡県獣医師会理事、杉山獣医科（静岡県静岡市）副院長の杉山和寿先生に、狂犬病の現状、症状や診断方法
などについて、動画を交え分かりやすく丁寧に解説していただきました。
　特に人の症例を記録した映像は、狂犬病に罹患した少年が発症していく様子が克明に記録されており、犬
の狂犬病予防を通して人の悲惨な被害を防ぐという、我々の使命を改めて認識することができました。



3

事務連絡
　終了後、渋谷狂犬病予防委員長から集合狂犬病予防注射の留意事項について次のとおり説明がありました。
①　必要書類については正確に記入し、速やかに提出すること。
②�　実施者は院内の事故も保障の対象となっている獣医師賠償責任保険へ加入し、注射事故に際しては、個
人で抱え込まずに複数の先生方で対処し、畜主には丁寧な対応を、患畜には迅速な処置をし、事務局には
速やかに連絡をすること。事故発生の初期対応が大きく影響してくるので、慎重に対応をお願いする。
③�　ワクチンや資材は盗難にあわないよう、しっかりと管理すること。また、ワクチンや資材は前年度実績
に基づいて事務局が出した数量を各班に割り当てているので、不足は起きないと思うが、特に、班長にあっ
ては、班内での配布方法を工夫してもらい、ワクチン等の追加発注が生じないよう努力すること。
④�　平成30年度集合狂犬病予防注射実施希望者（辞退者）は、₂月₉日までに希望等届と契約書を班長に提
出すること。
⑤　班長は同書類を₂月16日までに支部長に提出すること。
⑥　支部長は同書類を₂月23日までに事務局に提出すること。
⑦　集合注射の実施日程を市町村と取り決め、₃月中旬までに事務局に提出すること。
⑧　平成30年度は初参加の先生がいるので、班長以下、班内での指導をお願いする。

閉会
　小暮一雄副会長が閉会の辞を述べ、午後4時に閉会となりました。

関東信越国税局　三島友彰先生 関東信越国税局　勝美成孝先生

　続いて、関東信越国税局　課税第₂部　消費税課　軽減制度係長の三島友彰先生から、「消費税軽減税率
制度の概要について」と題し、平成31年10月₁日の消費税率引上げと同時に実施される軽減税率制度につい
て説明がありました。事業者として実施することが求められる区分経理などについて、帳簿の記載例などが
説明されました。
　その後、関東信越国税局　課税第₁部　個人課税課　記帳指導専門官　勝美成孝先生から、税務署が記帳
指導機関として勧めている₃つの機関、青色申告会、商工会議所、税理士会の紹介がありました。
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平成２9年度 埼玉県獣医師会 新入会員研修会を開催

　平成29年11月22日（水）、「埼玉県農業共済会館」において開業部会及び勤務部会両運営委員会による新入

会員研修会を開催しました。

　午後₁時30分から開始された研修会では、全ての新入会員を対象とした全体研修と、開業支部会員のみを

対象とした開業支部新入会員研修が実施されました。

新入会員を前に全体研修会で挨拶する髙橋三男会長

₁　全体研修会

　中村滋副会長の開会の言葉に続き、出席している新入会員と役員から自己紹介を頂いた後、髙橋三男会長

から、埼玉県獣医師会への入会を祝すとともに、「皆さん方にはこれから獣医師として、開業、勤務そして

公務員として活躍していただく。新しい埼玉のエネルギーとして心から歓迎の言葉を申し上げる。獣医師の

職域は増えているが、小動物の飼育頭数は10年前にピークを迎えてしまい、これからは生き残ることが大変

である。動物病院の経営は厳しい時代を迎えている。経営手腕も必要になってくる。勤務の先生も、埼玉は

競争が厳しいなかで勝ち取ってきた、獣医師になったあとに安閑とした気持ちでいると、だんだん居場所が

なくなってしまう。獣医師会に入って、行政や政治と関わり合いを持つとともに、総会や勉強会には必ず参

加して、一緒に活動していただきたい。人が組織を作り、組織が人を作ってくれます。わからないことは先

輩をたよりにして相談してください。皆さんは２１世紀の期待の星であり、夢と希望を持って歩んでいいただ

き、いつまでも輝いていて欲しい。花で溢れるような人生になることを願う。」と挨拶がありました。

　続いて、埼玉県獣医師会の定款や倫理などの全般的な内容について次のとおり研修が行われました。

　特に、顧問税理士の間嶋先生には、動物病院での雇用機会が増すなか、社会保険制度や労働基準法などの
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雇用関係、税務関係、マイナンバー制度、収入印紙などについて講義をお願いいたしました。

　①　獣医師のあり方について（中村滋開業部会第₁運営委員長）

　②　埼玉県獣医師会会員憲章について（大橋邦啓総務委員長）

　③　埼玉県獣医師会定款・諸規程について（大橋邦啓総務委員長）

　④　獣医師倫理について（中村滋獣医事調査委員長）

　⑤　獣医師関係法令について（丸山盛司勤務部会運営委員長）

　⑥　雇用・税務関係について（顧問税理士　間嶋順一先生）

₂　開業支部会員研修会

　午後₃時50分からは、開業支部の新入会員のみを対象として、開業獣医師にとって必要な法律手続きや診

療業務にあたっての心構え、集合狂犬病予防注射事業の事務手続きなどについて研修が行われました。

　①　開業獣医師に係る関係法令について（小暮一雄開業部会第₂運営委員長）

　②　集合狂犬病予防注射の実施について（渋谷正志狂犬病予防委員長）

　講義の終了後には、動物病院に掲示する「埼玉県獣医師会開業会員証」を受講者に交付いたしました。

　今回の研修会には、お忙しい中、44名の新入会員のうち27名（開業₄名、勤務23名）が出席されました。

参加者は配布された多くの資料に目を通しながら講義に聞き入り、午後5時まで熱心に受講されていました。

――テレビ埼玉で放映――

髙橋会長「彩の国」新春年頭挨拶

とき…平成30年１月₂日（火）
　　　　　午前１１時５５分～１２時００分
　　　　　テレビ埼玉
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第₃回狂犬病予防委員会

　平成２９年１１月３０日（木）午前１１時から、さいたま市浦和区「さいたま市民会館うらわ」５０５会議室におい
て次の事項を協議した。
₁　中村副会長挨拶
　�　本日は、集合狂犬病予防実施者講習会が実施される。運営に当たっては、未経験の委員もいるため念入
りに協議をお願いしたい。
　�　日獣の情報として、議員立法による動物愛護法の改正が先の選挙の影響で遅れる可能性がある。法案は
マイクロチップの普及の推進や従来の狂犬病予防対策に修正が加えられる可能性がある。

₂　協議事項
　⑴　平成29年度集合狂犬病予防注射実施者講習会の開催について
　　　講習会の円滑な運営について協議し、決定した
　⑵　平成30年度埼玉県獣医師会集合狂犬病予防注射実施スケジュール（案）について
　　�　平成30年度集合狂犬病予防注射の実施に向け、提出書類の内容や今後のスケジュール等について協議
した。

第₅回　理事会
　平成２９年１２月₅日（火）午後₄時から、さいたま市岩槻区「寿々家」において次の事項を審議した。
₁　会長挨拶
　一年を振り返って、本会事業も役員各位の力で順調に進んでいることに感謝申し上げる。
　日本獣医師会の活動について、様々な情報提供をさせて頂いている、皆さんに知っていただきたいという
思いが強い。日獣の組織内で活躍されている先生方にも情報提供をお願いしたい。
　来年は本獣医師会も７０周年を迎えることになる、本日の議題にも含まれており、慎重な審議をお願いしま
す。

₂　報告事項
　⑴　前理事会後に開催された委員会等に関する件
　　　各委員長から次のとおり報告された。
　　ア�　第₃回狂犬病予防委員会　書面で集合狂犬病予防注射実施者講習会」の進行計画並びに平成３０年度

集合狂犬病予防注射実施スケジュールについて（11月30日）
　　イ　新入会員研修会　新入会員27名が出席し、獣医師倫理や法律手続きなどについて研修（11月22日）
　　ウ　第39回ソフトボール大会　東松山市駒場運動公園ソフトボール場で開催した。（11月₅日）

₃　議決事項
　第₁号議案　役員報酬の支給に関する件
　　　　　　　各役員に支給する役員報酬額について決定した。
　第₂号議案　平成２９年度新入会員の承認に関する件
　　　　　　　₁名の入会が承認された。
　第₃号議案　専務理事の選定に関する件
　　　　　　　平成３０年₁月₁日付けの専務理事の選定について諮り、鴻巣泰常務理事が選定された。

会 務 報 告
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₄　協議事項
　　ア　平成３０年度集合狂犬病予防注射実施に関する件
　　　�　集合狂犬病予防注射実施者講習会に出席できなかった先生を救済することについて協議し、了承さ

れた。
　　イ　第70回定時総会開催に関する件
　　　�　第70回定時総会の日程について協議し、開催日を第一候補₆月₇日（木）、第二候補を₆月１３日（木）

とすることが了承された。
　ウ　その他
　　（ア）　獣医師会創立７０周年記念事業について
　　　　　実行委員会を組織することが承認された。
　　（イ）　アライグマの殺処分に県有処分施設を使用することについて
　　　　　現状について改めて県の見解を示すよう求め、本会で対応を協議することが了承された。
　　（ウ）　マイクロチップについて
　　　　�　マイクロチップの国内唯一の製造業者がさいたま市内にあり、性能も優れており、マイクロチッ

プの普及に取り組む先生方には製品の選択の幅が広がるという情報提供があった。

さいたま市支部長　山中　利之
学術委員　土谷　　寛

　さいたま市支部では、DVMsどうぶつ診療センター横浜 二次診療センター整形外科医長・リハビリテー
ション部部長  小林　聡先生をお招きして、平成30年₁月21日（日）、₃月₄日（日）の₂回に分けて「視診・
触診からの整形外科疾患へのアプローチ　前肢編」および「視診・触診からの整形外科疾患へのアプローチ
　後肢編」をご講演いただきます。
　臨床の中で整形外科は、とかくX線画像検査のイメージがありますが、整形外科疾患を正確に診断・治療
するためには視診・触診検査が非常に重要です。
　これにより動物がどの部分に問題を抱えているのか、どの部分の治療を優先する必要があるのかを把握す
ることが可能となります。
　今回、日常臨床で出会うことが多い整形外科疾患を前肢・後肢部分の2回に分けて、歩行動画、検査の基
本となる触診動画を交え、どのように診断・治療を行なっていくかのセミナーを実施していただきます。皆
様のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年₁月21日（日）
　　　　　13：30～17：00

場　　所　WithYouさいたま 視聴覚セミナー室
　　　　　さいたま市中央区新都心2－2
　　　　　（ブリランテ武蔵野₄Ｆ）
　　　　　TEL 048－601－3111

演　　題　「視診・触診からの整形外科疾患への
　　　　　アプローチ　前肢編」

講　　師　DVMsどうぶつ診療センター横浜
　　　　　二次診療センター
　　　　　整形外科医長・リハビリテーション部部長
　　　　　小林　聡　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円

さいたま市支部学術講習会のお知らせ①
（獣医師生涯教育研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小3（9））
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With You さいたま
（ホテルブリランテ武蔵野3･4階）

お車をご利用の場合
■都心方面から首都高速をご利用の場合
　首都高速５号線池袋線→高速埼玉大宮線→新都心線「新都心出口ランプ」
■東北道､関越道､常磐道をご利用の場合
　東京外郭環状道路→美女木JC→高速埼玉大宮線→新都心線「新都心出口ランプ」
■高崎､熊谷方面からご利用の場合
　国道17号線→八幡通りを左折→さいたま新都心
※土・日・祝日は周辺の道路と駐車場の混雑が予想されますので､公共の交通機関でのお越しをおすすめします。

歩道デッキ

高速埼玉新都心線
徒歩ルート
自動車ルート

予　　告
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さいたま市支部長　山中　利之
学術委員　土谷　　寛

　さいたま市支部では、第₁回、第₂回に分けて、DVMsどうぶつ診療センター横浜�二次診療センター整
形外科医長・リハビリテーション部部長　小林　聡　先生にご講演をお願いいたしました。
　第₂回目は、平成30年₃月₄日（日）「視診・触診からの整形外科疾患へのアプローチ　後肢編」という
タイトルでご講演いただきます。
　第₁回目の前肢編に引き続き、日常臨床で出会うことが多い整形外科疾患の後肢部分にフォーカスし、歩
行動画、検査の基本となる触診動画を交え、どのように診断・治療を行なっていくかのセミナーを実施して
いただきます。
　たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年₃月₄日（日）
　　　　　13：30～17：00

場　　所　大宮ソニックシティ　905会議室
　　　　　さいたま市大宮区桜木町１-７-５
　　　　　TEL�０48－64７-4１１１

演　　題　「視診・触診からの整形外科疾患への
　　　　　アプローチ　後肢編」

講　　師　DVMsどうぶつ診療センター横浜
　　　　　二次診療センター
　　　　　整形外科医長・リハビリテーション部部長
　　　　　小林　聡　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　５,０００円

さいたま市支部学術講習会のお知らせ②
（獣医師生涯教育研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小3（9））

国道17号線
至東京

大　宮
そごう
大　宮
そごう
大　宮
そごう

歩
行
者
デ
ッ
キ

武蔵野銀行

アルシェ

DOM
丸井・ダイエー
DOM
丸井・ダイエー
DOM
丸井・ダイエー

至上尾

至上野 至上尾

情報文化
センター

JR大宮駅

※大宮駅西口から徒歩3分

ソニックシティビル

西支部長　別部　博司
学術委員　佐藤　博司

　西支部では、平成30年１月28日（日）に犬と猫の皮膚科　代表　村山信雄先生をお招きして『皮膚科治療アッ
プデート�～何をいつ使うのか～』の演題で講習を行います。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年１月28日（日）
　　　　　13：30～16：30（13:00受付）

場　　所　川越市南文化会館（ジョイフル）
　　　　　川越市今福１２９５-２
　　　　　TEL　０4９-２48-4１１５

演　　題　「皮膚科治療アップデート ～何をいつ使うのか～

講　　師　犬と猫の皮膚科　代表　村山信雄　先生　

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　５,０００円

西支部学術講習会のお知らせ①
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　　小2（1）　小2（4）　小3（13））

南大塚 西武新宿線
川
越

新
河
岸

東
武
東
上
線

16

254

6

川越
IC

関
越
自
動
車
道

川越初雁高
福原交番
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ジョイフル
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西支部長　別部　博司
学術委員　佐藤　博司

　西支部では、平成30年２月25日(日)に金園晨一先生（どうぶつの総合病院　埼玉動物医療センター）をお
招きして、『抗てんかん薬の使用法・てんかん重積への対処』の演題で学術講習を行います。多くの先生方
のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年２月25日(日)
　　　　　13：30～16：30（13：00～受付）

場　　所　東松山市　ホテル紫雲閣
　　　　　東松山市箭弓町2-5-14
　　　　　TEL　0493-23-5151

演　　題　「抗てんかん薬の使用法・
　　　　　てんかん重積への対処」

講　　師　どうぶつの総合病院／埼玉動物医療センター
　　　　　金園　晨一　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円

西支部学術講習会のお知らせ②
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　　小2（4）　小3（10））
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北支部長　大橋　邦啓
学術委員　田口　正行

　北支部では、平成30年₂月₄日（日）に日本小動物医療センターの小林哲也先生をお招きして学術講習会
を開催いたします。多くの先生方のご参加をお待ちしております。

日　　時　平成30年₂月₄日（日）
　　　　　13：30～17：00

場　　所　深谷市男女共同参画推進センター　多目的ホール
　　　　　深谷市上柴町西4-2-14　アリオ深谷₃Ｆ
　　　　　（食料品売り場エレベーターから）
　　　　　深谷駅南口よりアリオ深谷行き
　　　　　無料循環バス運行しております
　　　　　TEL 048-573-4761

演　　題　「小動物の腫瘍について」

講　　師　公益財団法人　日本小動物医療センター付属
　　　　　日本小動物がんセンター　センター長
　　　　　獣医内科学専門医（腫瘍学）　アジア獣医師内科学専門医（小動物）小林　哲也　先生

参 加 費　埼玉県獣医師会会員　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　3,000円

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　　小2（1）　小3（3））

深谷駅

N

JR高崎線

上柴中学校

下
唐
沢
橋

深
谷
・
嵐
山
線

フ
リ
ー
モ
ン
ト
通
り

日赤通り

上柴
西小学校

上柴中央公園

深谷市男女共同
参画推進センター
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河
か わ て

手　達
たつひこ

彦
衛生支部

支　部　名 氏　　　　　名 診療所所在地・名称

衛生支部 河　手　達　彦 埼玉県衛生研究所

勤務部会

新　入　会　員
新入会員報告

ひ　ろ　ば 東支部学術講習会開催報告
東支部長　渋谷　正志
学術委員　佐久間昭仁

　東支部では、11月19日（日）金園　晨一先生（米国獣医神経学専門医）（埼玉動物医療センター、どうぶ
つの総合病院　主任）をお招きし、「神経病学を究める！〜「これは運動器疾患？それとも神経疾患？　見
極めかたのコツ」「専門医が考える抗てんかん薬の使い方と注意点」〜と題し学術講習会を開催いたしました。
　歩行異常という主訴はとても多いと思いますが、動物が歩く様子・ヒストリーをよく聴取することで鑑別
が格段に容易になることが多いことを日常の診療で強く感じます。この点を専門医の視点から、MRIやCT
などの画像検査に進む前に考えるべきポイントを実際の症例ビデオを用いて解りやすく解説していただきま
した。
　また、抗てんかん薬の使用に関して、その薬の薬理作用を利点、欠点も交えて個別に解説いただきました。
てんかんは慢性疾患であるため、抗てんかん薬の使用をスムーズに行うことが出来ると₅～10年単位で生活
の質が向上する疾患です。様々な使い方がある中で、基本的な考え方と薬剤選択のポイントを教えていただ
き、少数の症例を用いて参加される先生と一緒にプランを立てた講習会となりました。
参加された先生からも興味深い質問が多くあり、とても充実した講習会となりました。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

56名 4名 6名 1名 1名 33名 10名 1名
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埼玉県高病原性鳥インフルエンザ防疫演習の実施について
埼玉県農林部畜産安全

　高病原性鳥インフルエンザ（以下、「HPAI」という。）の発生に備えるため、県では、平成29年10月31日（火）
に埼玉県県民活動総合センター（伊奈町）において防疫演習を実施しました。
　生産者や市町村担当者など130名の方にご参加いただき、机上演習・実地演習を通じて、HPAIの基礎知
識や発生時の防疫対応手順について、理解を深めてもらいました。
　このような防疫演習の実施は今年度で₅回目となりました。今後も継続的に実施し、防疫体制強化に努め
ていきます。

○実地日時
　平成29年10月31日（火）10：00～15：20
○内容
　₁　机上演習
　　�　HPAIの症状や発生状況、関連法規、異常発見から防疫措置終了までの対応、生産者への補償・支援

について、スライドを用いて、説明を行いました。また、平成17年度に発生した鴻巣市HPAI事例の防
疫作業風景について、ビデオ上映も行いました。

　₂　実地演習
　　�　参加者は室内で防護服を着用後、屋外グラウンドに移動し、殺処分（模擬）などの実地演習を行いま
した。生きた鶏を用いて、ケージからの取出しを体験してもらうなど、実際の作業をより具体的にイメー
ジできるよう工夫をしました。今回の演習で初めて鶏を触る参加者も多く、「貴重な経験が出来た」「今
後もこのような演習を継続して欲しい」との声が多く聞かれました。

○　参加者
　　130名
　　（内訳：家きん飼養者₈名、関係団体16名、獣医師₁名、市町村31名、県60名、国・他県14名）

防護服の着衣演習 生きた鶏を用いたケージからの取り出し演習
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埼玉県獣医師会ゴルフ同好会会長　長谷川　繁雄
幹事　北支部　大野　　秀樹
幹事　北支部　小島　　　滿

　平成29年12月14日（木）、鴻巣カントリークラブにおいて第140回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペが、
平成29年度関東・東京合同地区獣医師会親善チャリティーゴルフ大会団体戦優勝記念大会として21名の参加
者で開催されました。あいにくの強風と低温にもかかわらず、熱気あふれる楽しいラウンドでした。以下に
成績を報告いたします。

OUT IN GROSS HDCP NET
優　　　勝 斉藤良幸先生（農林支部） 42 39 81 11 70
準　優　勝 石黒富雄先生（南支部） 45 45 90 18 72
第　 3　位 平井久代先生（神奈川県） 44 42 86 14 72
ベストグロス 友成公一先生（南支部） 41 40 81

　表彰式には髙橋三男会長のご臨席を賜り、祝辞を頂戴し、各入賞者への賞品授与、記念撮影が行われまし
た。また、平成29年度関獣連大会団体優勝にプレーのみならずチームの取りまとめに尽力された小堺正人先
生（さいたま市支部）に、埼玉県獣医師会長賞が授与されました。ゴルフ同好会およそ35年の活動のなかで
も実りの大きな一年であったかと思います。
　さらに年末恒例のオークションも催され、たくさんの商品が出品、落札され、楽しい一日を過ごしました。

　ゴルフ同好会では賛同いただける参加者を募集しております。次回ゴルフコンペは₂月₈日（木）に熊谷
ゴルフクラブでの開催を予定しております。

第140回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ（平成29年度関東・東京合同地区
獣医師会親善チャリティーゴルフ大会団体戦優勝記念大会）結果報告

獣医師会長賞を受賞した小堺正人先生
（さいたま市支部）

優勝した斉藤良幸先生（農林支部）

髙橋三男会長（前列左から₃人目）を囲む参加者一同
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お 知 ら せ　　　　所得税の確定申告並びに生前贈与・相続等の 
個別相談会開催のお知らせ

　埼玉県獣医師会では、下記のとおり顧問税理士による個別相談会を開催いたします。
　ご希望の先生は、お早めに事務局までご連絡下さい。

記
　日　　時　平成30年₂月₂日（金）
　　　　　　①午前10時～　　②午前11時～　　③午後₁時～
　　　　　　④午後₂時～　　⑤午後₃時～
　　　　　　※�個別相談となるため、希望者はあらかじめ埼玉県獣医師会事務局までご希望の時間を連絡し

て下さい。
　　　　　　　なお、希望時間が重複する場合には調整させていただきます。
　　　　　　　また、希望者多数の場合は、別の日時での開催を検討いたします。
　場　　所　さいたま市　埼玉県農業共済会館　₂階　206会議室
　対 象 者　ア　開業支部会員（相談内容ⅰに関して）
　　　　　　イ　全会員　　　　（相談内容ⅱに関して）
　　　　　　※「ア」、「イ」とも税理士の関与がない先生を優先
　相談内容　ⅰ獣医業に関する個人の確定申告（平成29年分）
　　　　　　ⅱ生前贈与・相続等
　対 応 者　埼玉県獣医師会　顧問税理士　間嶋順一先生
　事前準備　�相談に必要な資料等事前準備をしていただく必要がありますので個別相談を希望する先生に

は、後日ご連絡いたします。

再掲載 埼玉県獣医師会主催ボウリング大会開催のお知らせ
厚生委員会委員長　山中　利之

　会員及びその関係者相互の親睦と健康の増進を目的にボウリング同好会の協力を得て、埼玉県獣医師会主
催「ボウリング大会」を次のとおり開催いたします。
　多くの皆様に参加いただき、会員相互やご家族、関係者の皆様との親睦を深め、楽しい時を過ごして下さ
い。

₁　日　　時　平成３０年₃月１１日（日）
　　　　　　　集　　合　　午後₃時３０分
　　　　　　　競技開始　　午後₄時

₂　場　　所　スポルト浦和国際ボウル
　　　　　　　さいたま市桜区中島4-1-1
　　　　　　　TEL 048-853-4921

₃　参 加 費　１,５００円
　　　　　　　（貸靴料；別途、自己負担）

₄　参加要件　会員とその家族及び従業員、賛助会員など

₅　予定人員　６０名（２０レーン×₃人＝６０人）

₆　競技方法　一人₂ゲームを投球し合計点で競います。
　　　　　　　年齢や性別等を考慮し、ハンディキャップを設定します。

₇　表 彰 式　　競技終了後、ボウリング場内にて行います。

₈　参加申込
　�　参加希望者は、平成30年₂月15日（木）までに氏名・年齢・性別を各支部の厚生委員に伝え、お申し込
み下さい。
　　厚生委員は、₂月22日（木）までに参加者を取りまとめの上、埼玉県獣医師会事務局に報告して下さい。

至
板
橋

至
大
宮

17

463

スポルト浦和
国際ボウル
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薬第852－₂号
平成29年11月15日

公益社団法人　埼玉県獣医師会会長　様
埼玉県保健医療部長　本多　麻夫

（公印省略）

麻薬等事故発生時の報告の徹底について（通知）

　保健医療行政の推進につきましては、日頃格別の御協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　昨今、薬局や医療機関から大量の麻薬や向精神薬等が盗取される事故、また向精神薬の横流しが疑わ
れる所在不明事案が頻発しています。
　麻薬及び向精神薬取締法第35条をはじめとする関係法令には、麻薬、向精神薬、麻薬向精神薬原料、
覚せい剤及び覚せい剤原料について盗取、所在不明等の事故が発生した場合は、都道府県知事（埼玉県
の場合は県保健所）へ速やかに届け出ることが定められていますが、一部では届け出が遅れ、原因究明、
再発防止に支障をきたしている事例もあります。
　麻薬や向精神薬等を取り扱う貴会員に対し、管理する麻薬や向精神薬等に盗取、所在不明等の事故が
発生した場合は、事故発生の探知から概ね１週間以内を目途として、管轄の県保健所へ届け出ていただ
きますよう周知をお願いします。
　なお、盗取や偽造（複製）処方箋による麻薬等の詐取が疑われる事案については、県保健所への届出
とあわせて、警察への速やかな届出も行うようあわせて周知願います。
　また、県内で発生した麻薬等の事故の事例を別紙のとおりまとめましたので、会員への情報提供をお
願いします。

　※別紙省略

畜安第６８９－３号
平成２９年１２月１４日

公益社団法人　埼玉県獣医師会会長　様
埼玉県農林部畜産安全課長
岩田　信之（公印省略）

年末・年始、春節、オリンピック・パラリンピック冬季競技大会等に 
向けた口蹄疫等に関する防疫対策の強化について（通知）

　日頃から家畜衛生行政の推進につきまして、御協力いただき感謝申し上げます。
　現在、我が国では口蹄疫やアフリカ豚コレラのような畜産業に重大な影響を与える家畜伝染病の発生
は確認されておりませんが、諸外国では継続的に発生が確認されている状況です。
　これから年末・年始及び春節（平成30年₂月16日）を迎えるに当たり、特にアジア地域における人・
物の移動が盛んになることが見込まれます。また、平成30年2月には平昌オリンピック・パラリンピッ
ク冬季競技大会が開催され、我が国からの海外渡航者数増加も見込まれることから、我が国への口蹄疫
等のウイルスが侵入するリスクは依然として極めて高く、十分に注意する必要があります。
　つきましては、以下の点について貴会会員に周知のうえ、引き続き、防疫対策の徹底をお願いします。

記

₁　海外渡航等の自粛について
　�　家畜を管理する方の口蹄疫等が発生している国への渡航は可能な限り自粛してください。仮に渡航
する場合には、以下の点に留意してください。
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　※別紙省略

29日獣発第258号
平成29年12月６日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人　日本獣医師会

会 長 藏内勇夫
（公印及び契印の押印は省略）

平成29年度獣医療提供体制整備推進総合対策事業のうち 
「女性獣医師等就業支援研修」への協力のお願いについて

　日頃より本会事務・事業にご支援いただき厚くお礼申し上げます。
　農林水産省補助事業の平成29年度獣医療提供体制整備推進総合対策事業（うち管理獣医師等育成支援・
獣医師就業支援対策事業）における「女性獣医師等就業支援研修」は、女性獣医師等を対象として、家
畜保健衛生所、動物検疫所、民間の家畜診療施設等において、家畜伝染病の検査技術、家畜の診療技術
等を修得するための研修を実施し、職場復帰・再就職・就業継続に必要な最新知識の修得、獣医療技術
向上を図ることを目的とした研修です。
　本事業においては、受講者は原則として大学既卒の女性獣医師（産休の代替職員等であれば男性も可）、
研修場所は家畜保健衛生所・家畜診療施設等産業動物関連施設に限定されていることから、参加希望者
が少なく苦慮しております。
　つきましては、職場復帰・再就職等を希望している貴会会員獣医師等に参加を呼びかけ、受講者を募っ
ていただきたく、よろしくお願い申し上げます。
　なお、参加希望者から本会宛てFAXまたはE-Mailにて申込み（別紙様式）いただいた後に、本会が
研修受入先と調整をいたしますが、ご希望に沿えない場合もありますので、予めご承知おきください。
　また、参加費は無料ですが、開催場所までの旅費等は参加者の自己負担になりますことを申し添えま
す。
　女性獣医師の就業支援のご理解とご協力を重ねてお願いいたします。

　⑴　渡航に当たっての留意事項
　　　ア　農場やと畜場などの畜産関連施設に立ち入らないこと。
　　　イ　肉製品等を日本に持ち帰らないこと。
　　　ウ�　帰国の際には、到着した空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家畜防疫官の指導を受

けること。
　⑵　帰国後の留意事項
　　　ア�　飼養衛生管理基準に基づき、帰国後一週間、衛生管理区域に立ち入らないこと。やむを得ず

立ち入る場合は、洗髪・入浴、更衣等適切な処置を講じた上で立ち入ること。
　　　イ�　飼養衛生管理基準に基づき、海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まないこと。

やむを得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒その他必要な措置を講ずること。

₂　早期通報の徹底について
　�　口蹄疫等の発生時は初動対応が非常に重要です。家畜の種類ごとに農林水産大臣が指定する症状（特
定症状：別紙参照）を確認した等、疑いのある家畜を発見した際には、速やかに家畜保健衛生所に通
報するようお願いします。

　※別紙省略

本件の問合せ・申込先：日本獣医師会事務局（担当：関谷・長野）
TEL：03-3475-1601　FAX：03-3475-1604
E-mail：kyogikai@nichiju.or.jp
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切り抜きニュース

一人暮らし、愛犬いると健康的？
心臓病リスク減の分析

　一人暮らしでイヌを飼っている人は、心臓病や
動脈硬化で亡くなるリスクが大幅に減る――。こ
んな分析をスウェーデンの研究チームが、英科学
誌「サイエンティフィック・リポーツ」に発表し
た。散歩などで飼い主が体を動かす機会が増える
ほか、イヌとの絆が孤独感やストレスを癒やし、
健康にいい影響を与えている可能性があるとい
う。
　研究チームは、スウェーデンの約３４０万人（４０
～８０歳）を１２年間追跡した医療データを活用。別
に登録されているイヌの飼い主情報と照らし合わ
せて、健康への影響を調べた。イヌを飼っている
人は１３％いた。
　分析の結果、一人暮らしでイヌを飼っている人
は、飼っていない人より心臓・血管の病気で死亡
するリスクが３６％低下。家族と同居している人で
も１５％低かった。特に、レトリバーやポインター
など、活発な狩猟犬を飼っている人ほどリスクが
低い傾向があった。
　イヌを飼うことで死亡率が下がったのか、イヌ
を飼う人の生活習慣がもともと健康的だったのか
詳しい因果関係はわかっていない。研究チームは、
イヌと外に出る機会が増えることに加え、イヌと
のふれあいや社会的な交流が盛んになること、イ
ヌになめられるなどして飼い主の免疫が活性化す
る可能性などが背景にあると見ている。�（水野梓）
� 平成29年12月５日　朝日新聞

猫１３匹虐待、元税理士に有罪判決
「動物愛護に反する」

　猫１３匹を虐待し死傷させたとして、動物愛護法
違反の罪に問われた元税理士大矢誠被告（５２）＝
さいたま市＝に対し、東京地裁は１２日、懲役１年

１０カ月執行猶予４年（求刑懲役１年１０カ月）の有
罪判決を言い渡した。細谷泰暢裁判官は「動物愛
護の精神に反する悪質な犯行だが、税理士を廃業
するなど様々な制裁を受けている」と述べた。
　被告は初公判で虐待を始めたきっかけについ
て、自宅周辺を猫のふんで汚されたり、税理士の
仕事が忙しかったときに手をかまれたりして、猫
を恨むようになったと述べていた。判決は、猫の
駆除方法をインターネットで調べて虐待を繰り返
すうち、虐待行為に楽しみを覚えるようになり、
動画を公開することが目的化したと認定。「一連
の犯行を正当化する余地はない」と断じた。
　判決によると、大矢被告は２０１６年３月～１７年４
月、埼玉県深谷市の空き家で猫９匹に熱湯をかけ
たり、ガスバーナーであぶったりして死なせたほ
か、猫４匹にけがをさせた。� （長谷文）
� 平成29年12月12日　朝日新聞

動物で患者ケア、
医療機関で導入広がる

　動物と触れ合うことで患者のストレス緩和や治
療効果の向上をめざす「動物介在療法」が医療現
場に広がってきた。がん患者や重い病気の子供ら
の治療やケアにも役立っているという。詳しいメ
カニズムの研究はこれからだが、欧米では身体障
害や疾患などが改善されたとの研究発表もある。
　「どうぞ馬をなでてください」。日本医科大千葉
北総病院（千葉県印西市）は11月、初めてホース
セラピー体験会を開いた。同病院や周辺の医療機
関に通院するがん患者４人が参加し、病院の中庭
で馬２頭と２時間ほど触れ合った。参加者の女性
（54）は「馬を見ると癒やされる。気分も良くなっ
たので定期的に開催してほしい」と話した。
　ホースセラピーは患者が馬をなでたり、乗馬を
したりするなどして病気の改善につなげる療法。
欧米では1970年代から研究が始まり、歩行障害の
ある人が一時的に自力で歩けるようになったり、
疾患が改善したりしたとの報告もある。
　同病院の体験会は日本医科大の宮下正夫教授
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が、埼玉県などで牧場を運営する寄田勝彦さん
（50）に依頼して実現した。寄田さんは30年ほど
前からホースセラピーに取り組んでいるが、牧場
以外での開催は初めてだ。
　移動費や人件費など馬１頭にかかる費用は１日
数十万円と高額だが、宮下教授は「馬には数値に
表れない効能がある」と期待する。参加者の血圧
や体調を経過観察し、数年かけて効果を検証する。
　重い病気の子供たちに寄り添う犬もいる。「ファ
シリティドッグ」と呼ばれ、静岡県立こども病院
（静岡市）と神奈川県立こども医療センター（横
浜市）が採用している。
　ゴールデンレトリバーなどのおとなしい犬種を
訓練し、世話をするハンドラーとともに行動する。
小児がんなどを患う子供がなでたり、治療時にそ
ばについたりする。犬がいると普段より長く歩く
ことができる子供もいるという。

　神奈川県立こども医療センターのハンドラー、
森田優子さん（36）は「患者の家族から『ファシ
リティドッグがいる病院を選んだ』と言われるこ
とも多い」という。
　ただ犬の飼育費やハンドラーの人件費など年間
900万円ほどかかる。費用は病院が負担せざるを
得ない。米国では数百頭が活躍するが、日本では
この２施設の計３頭のみだ。
　動物介在療法に詳しい東京農業大の内山秀彦准
教授によると、動物と触れ合うことで血圧や「ス
トレスホルモン」と呼ばれる唾液中のコルチゾー
ル濃度が低下することが分かっている。ただ詳し
い仕組みは不明という。内山准教授は「医療機関
で導入が進めば効果についてデータを集めること
ができ、研究の進展にもつながる」と期待を寄せ
る。
� 平成29年12月13日　日本経済新聞

広告
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
平成29年₄月

₅月
₆月16日㈮
　～18日㈰

第９４回日本獣医麻酔外科学会／第１０６回日本獣医循環器学会／第６１回日本獣医画像診断学会
２０１７春季合同学会（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₆月２５日㈰
北支部

「犬猫の止血異常の診断と治療」
日本大学　亘　敏広　先生

（熊谷市　ホテルシティーフィールドかごはら）

₇月17日
（祝・月）

東支部
「犬のリンパ腫2017」 
日本小動物がんセンター 小林　哲也　先生

（久喜市　久喜総合文化会館）
₈月

₉月10日㈰ 平成２９年度　関東・東京合同地区獣医師大会（東京）獣医学術関東・東京合同地区学会
（東京都千代田区　都市センターホテル）

₉月24日㈰
南支部

「犬の慢性腎臓病　管理の実際」
日本獣医生命科学大学　宮川　優一　先生

（さいたま市　大宮ソニックシティ）

10月₁日㈰
東支部

「肝臓疾患の診断を極める！」 
どうぶつの総合病院　浅川　翠　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

10月20日㈮

北支部・しゃくなげ会
「教育現場における産業動物診
療について」
麻布大学　佐藤　礼一郎　先生

（熊谷市　埼玉県熊谷家畜保健
衛生所）

10月22日㈰
西支部

「呼吸器疾患の診断と治療」
日本獣医生命科学大学　藤田　道郎　先生

（川越市　川越南文化会館）

11月19日㈰

東支部
「神経病学を究める！」
どうぶつの総合病院／埼玉動物医療センター
金園　晨一　先生

（越谷市　越谷サンシティ）

12月17日㈰
南支部

「腫瘍外科の考え方」
日本獣医生命科学大学　呰上　大吾　先生

（さいたま市　大宮ソニックシティ）

12月22日㈮
農林支部
平成２９年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（さいたま市　埼玉会館）

平成30年
₁月21日㈰

さいたま市支部
「視診・触診からの整形外科疾患へのアプローチ 前肢編」
DVMsどうぶつ診療センター横浜　小林聡　先生

（さいたま市　WithYouさいたま）

₁月28日㈰
西支部

「皮膚科治療アップデート」
犬と猫の皮膚科　村山　信雄　先生

（川越市　川越南文化会館）

₂月₄日㈰
北支部

「小動物の腫瘍について」
日本小動物がんセンター　小林　哲也　先生

（深谷市　深谷市男女共同参画推進センター）

₂月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月10日㈯～
12日（月・祝）

平成２９年度  日本獣医師会獣医学術学会年次大会（大分）
（別部国際コンベンションセンター）

₂月25日㈰

西支部
「抗てんかん薬の使用方法・てんかん重積への対処」
どうぶつの総合病院／埼玉動物医療センター
金園　晨一　先生
（東松山市　ホテル紫雲閣）

₃月₄日㈰
さいたま市支部
「視診・触診からの整形外科疾患へのアプローチ　後肢編」
DVMsどうぶつ診療センター横浜　小林聡　先生
（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₃月25日㈰
南支部
「演題：未定」
講師　未定
（さいたま市　大宮ソニックシティ）

平成２9年度埼玉県獣医師会学術広報版
（平成２9年12月２０日現在）
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（１２月号）
１１月１９日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン

シティ）
１１月２２日　平成29年度新入会員研修会（さいたま

市　埼玉県農業共済会館）
１１月３０日　集合狂犬病予防注射実施者講習会（さ

いたま市　さいたま市民会館うらわ）
１２月₅日　テレビ埼玉「新春挨拶番組」収録（さ

いたま市　浦和ロイヤルパインズホテ
ル）

１２月１７日　南支部学術講習会（さいたま市　大宮
ソニックシティ）

１２月２２日　平成29年度埼玉県家畜保健衛生業績発
表会（さいたま市　埼玉会館）

平成30年
₁月１５日　知事と農林水産業団体長との懇談会

（さいたま市　知事公館）
₁月２１日　さいたま市支部学術講習会（さいたま

市　WithYouさいたま））
１月21日　�東支部新年会（越谷市　越谷サンシ

ティ）
１月21日　�西支部新年会（川越市　川越東武ホテ

ル）

₁月２８日　�西支部学術講習会（川越市　川越文化
会館）

₂月₂日　所得税確定申告・相続等個別相談会�
（さいたま市　埼玉県農業共済会館）

₂月₄日　北支部学術講習会（深谷市　深谷市男
女共同参画推進センター）

₂月１０日～１２日　平成29年度日本獣医師会獣医学
術学会年次大会（大分）（大分県別府
市　別府国際コンベンションセンター 
ビーコンプラザ）

₂月16日～�18日　第14回日本獣医内科学アカデ
ミー学術大会（神奈川県横浜市　パシ
フィコ横浜）

₂月１８日　関東・東京合同地区獣医師会理事会（東
京都千代田区　都市センターホテル）

₂月２５日　西支部学術講習会（東松山市　ホテル
紫雲閣）

₃月₄日　さいたま市支部学術講習会（さいたま
市　大宮ソニックシティ）

₃月11日　埼玉県獣医師会ボウリング大会（さい
たま市　スポルト浦和国際ボウル）

₃月２５日　南支部学術講習会（さいたま市　大宮
ソニックシティ）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　『ふるさとや　臍の緒に泣く　としの暮』
　芭蕉の一句です。年の瀬を迎えなんとな
く慌ただしく過ごすこの頃ですが、会員の
諸先生方にはご壮健のことと拝察いたしま
す。
　今年の世相を表す漢字は『北』と日本漢字
検定協会が発表しました。その理由は北朝
鮮の核・ミサイル開発や北海道の話題から
連想されたとされています。₂位以下には

『政』『不』『核』が挙げられていました。政治
では北朝鮮の行動が国難であるとしていま
した。鎌倉時代の蒙古襲来や幕末から明治
期のロシアの南下や欧米のアジア侵略は確
かに国難でありましたが、それに比較して
昨今の北朝鮮は国難と言えるほどの驚異で
しょうか。選挙のための北朝鮮のようにも
見えます。ミサイルより現実的な問題は、
日本海沿岸に漂着する北朝鮮の漁船団と思
われます。北朝鮮は国際的な海洋法条約を
批准していないため、我が国が主張する排
他的経済水域を公海と主張して漁業を強行
しています。我が国の領海を侵犯して漂着
する北朝鮮漁船団に対し我が国政府の対応
は、残念ながら腰がふらついているように
も見えます。かつて大韓民国は李承晩ライ
ンを主張して我が国の漁船を多数拿捕した
歴史があります。北方海域ではロシアの領
海警備は厳重で時に我国の漁船が銃撃拿捕
されることがあります。ミサイル防衛と同
等に国境沿岸警備・防衛は喫緊の課題と言
えましょう。かつて我が国は、精神力だけ
で国防を担おうとしていましたが、肝心な
武力が劣り敗戦を味わいました。その反省
に立てば、装備を充実し戦力を増強するこ
とにより沿岸国境防衛を確保しなければな
らないでしょう。同時に時代錯誤の大和魂
とは言いませんが、我が国を他国の侵略か
ら守るという国民としての最小限の防衛意
識は保持したいものです。
　『政』や『不』から連想されることは、政治
不信であったと思われます。獣医学部新設
認可問題は、最大の関心事でした。獣医学
教育の国際化は国際間の畜産物の流通自由
化と表裏を成すものと考えられます。平成
の３０年間は獣医学教育者が相互に協力して
教育水準の向上を努力してきました。私立
大学にあっては、同窓会が資金供給の一端
を担って後輩の教育環境整備のための寄付
金を集めてきました。国立大学は連合大学

院を形成して設備と教育の充実を図ってき
ました。公立大学である大阪府立大学だけ
が連合する相手もなく、一人蚊帳の外にい
ます。私立大学では日本獣医生命科学大学
のみが定員８０名で最小規模でした。そこで、
獣医学教育充実のために全国の教員は協力
して府立大学と日獣大の定員増を国に対し
要求してきましたがそのことは受け入れら
れませんでした。その最中に急遽認可され
た加計学園がありました。獣医師という立
場から、今年ほど政治家に対する不信と政
治に対する無力感を痛切に感じた年はあり
ません。今後は人口が減少し、家畜の飼養
頭数が減少する中での獣医師供給過剰時代
の到来を呆然と傍観するだけなのでしょう
か。獣医業の将来は、需給バランスが人災
とも言える人為的誘導により崩壊し、かつ
て経験したことのない惨状となることが予
測されています。このことは獣医療を受け
る国民にとって極めて重大な損失と云えま
しょう。
　獣医学は生命科学として飛躍的に発展し
てきました。畜産学や畜産業は、動物の主
要臓器である筋肉をヒトが生存するうえで
の重要なタンパク源として捉え、その生産
性向上を獣医学に求めました。獣医学も純
粋科学としての発展よりむしろ産業との連
携による発展を選択し、生殖獣医療を産科
学と言わず繁殖学としてきました。生産性
向上を至上命題とし、人工授精、体外受精、
受精卵移植、クローン動物の生産と技術革
新を重ねてきました。しかし、社会や研究
者自らが動物をタンパク生産工場とみなす
ことの危険性に気づき、時代が獣医学に生
命科学の息吹をあて、生命倫理を基盤とし
た獣医学の発展を求めるようになりまし
た。獣医学はscienceとartから成ると言わ
れています。獣医学の実践である獣医療に
おいては特にart―仁術―が必須の要素と
なりましょう。社会の経済状況がどのよう
に変化しても、獣医療におけるartの重要
度は増すものと考えられます。
　年が暮れてひとつ歳を取るごとに人生の
機微に触れ涙の流れる思いに浸るのは、芭
蕉の時代も２１世紀の今日も変わらぬ人情と
言えるかもしれません。来る年が会員の皆
様にとって良い年でありますことを祈念し
つつ本年最後の会報をお届け致します。
� （初雁）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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